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新
年
度
を
迎
え
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

校
長 

佐
藤 

秀
樹 

 

若
草
の
緑
が
目
に
鮮
や
か
な
季
節
と
な

っ
た
四
月
六
日
に
令
和
三
年
度
の
入
学
式

を
行
い
、
小
学
部
十
一
名
、
中
学
部
十
六

名
、
高
等
部
四
十
六
名
あ
わ
せ
て
七
十
三

名
が
新
し
く
本
校
の
児
童
生
徒
と
し
て
仲

間
入
り
し
、
幼
児
児
童
生
徒
三
百
名
で
新

た
な
ス
タ
ー
ト
を
し
ま
し
た
。 

本
校
の
校
訓
は
、
「
元
気
な
子
」
「
仲
良

く
す
る
子
」「
が
ん
ば
る
子
」
で
す
。
病
気

や
け
が
を
し
な
い
よ
う
に
、
休
ま
ず
学
校

に
来
て
、
友
達
と
仲
良
く
し
、
ど
ん
な
こ

と
に
も
一
生
懸
命
が
ん
ば
る
力
を
身
に
付

け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
入
学
式
で
は
、

小
学
部
の
皆
さ
ん
に
は
、
自
分
の
こ
と
は
、

自
分
で
で
き
る
よ
う
に
、
中
学
部
の
皆
さ 

   

 

ん
に
は
、
友
達
と
協
力
し
て
、
い
ろ
い
ろ

な
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
、
そ
し
て
、
高

等
部
の
皆
さ
ん
に
は
、
人
か
ら
言
わ
れ
る

の
で
は
な
く
、
自
分
か
ら
挨
拶
や
行
動
す

る
こ
と
が
で
き
る
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
と

お
願
い
を
し
ま
し
た
。
今
年
度
も
、
元
気

に
学
校
生
活
を
送
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
令
和
三
年
度
は
、幼
児
児
童
生
徒
が
、

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
に
向
か
う

よ
う
「
今
日
も
来
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
、

子
ど
も
が
育
つ
学
校
」
づ
く
り
を
し
て
ま

い
り
ま
す
。 

今
年
度
も
保
護
者
の
皆
様
に
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点

か
ら
、
多
く
の
御
負
担
を
お
か
け
す
る
と

思
い
ま
す
が
、
教
職
員
一
同
、
幼
児
児
童

生
徒
の
成
長
を
実
現
す
る
た
め
に
、
全
力

を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。
保
護
者
の
皆

様
、
関
係
の
方
々
に
は
本
校
の
教
育
活
動

に
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

退
職
者
紹
介 

鶴
田
義
光 

原
麻
美
子 

西
川
宙
皇 

 
 
 

江
副
イ
ツ
子 

吉
川
悦
子 

伊
藤
勝
文 

中
嶋
園
美 

小
倉
智
子 

西
川
幸
浩 

 
 

荒
川
佳
代 

青
井
優
子 

里
中
富
夫 

 

転
出
者
紹
介 

寺
西
尚
久
（
千
種
聾
学
校
へ
） 

守
矢
茂
樹
（
名
古
屋
盲
学
校
へ
） 

澤
田
健
介 

寺
尾
幸
菜 

（
名
古
屋
特
別
支
援
学
校
へ
） 

水
野
京
子
（
佐
織
特
別
支
援
学
校
へ
） 

浅
見
朋
子 

相
原
里
穂 

（
瀬
戸
つ
ば
き
特
別
支
援
学
校
へ
） 

梶
原
崇
志（
春
日
井
市
立
尾
東
中
学
校
へ
） 

堀
田
藍
（
岩
倉
市
立
岩
倉
南
小
学
校
へ
） 

栗
田
翔
平
（
一
宮
東
特
別
支
援
学
校
へ
） 

吉
田 

創
（
三
好
特
別
支
援
学
校
へ
） 

 
 

内
地
留
学
修
了
者 

大
江
章
吾 

（
愛
知
教
育
大
学
特
別
支
援
教
育
特
別
専

攻
科
派
遣
研
修
修
了
） 

 

任
期
満
了
者 

今
枝
智
代
（
小
牧
特
別
支
援
学
校
へ
） 

森
明
日
佳
（
名
古
屋
特
別
支
援
学
校
へ
） 

村
上
祐
斗（
い
な
ざ
わ
特
別
支
援
学
校
へ
） 

筒
井 

舞
（
名
古
屋
聾
学
校
へ
） 

中
島
綾
菜
（
一
宮
東
特
別
支
援
学
校
へ
） 

 

村
上
里
佳 

（
千
葉
県
立
君
津
特
別
支
援
学
校
へ
） 

橋
尾
博
光
（
監
査
委
員
事
務
局
へ
） 

佐
藤
真
弓 

永
井
典
子 

（
愛
知
学
園
総
務
課
技
師
へ
） 

 

転
入
者
紹
介 

伊
藤
珠
樹
（
高
蔵
寺
高
等
学
校
か
ら
） 

田
代
貢
一 

畑
中
優
実 

（
佐
織
特
別
支
援
学
校
か
ら
） 

神
澤
佐
知
子（
三
好
特
別
支
援
学
校
か
ら
） 

田
中
真
澄 

（
春
日
井
市
立
尾
東
中
学
校
か
ら
） 

藤
江
沙
織 

（
犬
山
市
立
犬
山
南
小
学
校
か
ら
） 

堀
真
梨
子
（
名
古
屋
聾
学
校
か
ら
） 

水
野
健
一
（
一
宮
聾
学
校
か
ら
） 

伊
藤
大
輔
（
大
府
特
別
支
援
学
校
か
ら
） 

 

新
規
採
用
者
紹
介 

鈴
木
美
帆 

野
々
山
渉 

水
野
花
奈
美 

戸
河
里
智
範 

古
河
陽
太 

桑
山
莉
帆 

渡
辺
里
奈 

荒
井
真
純 

吉
村
雄
一 

林 

俊
男 

東
阪
里
美 

長
尾
仁
史 

安
藤 

彩 

白
木
理
恵 

小
野
理
愛 

岡
部
由
実 

宮
原
和
也 

加
藤
直
世 

永
井
翔
也 

大
塚
裕
真 

熊
崎
こ
の
み 

張
山 

彩 

三
宅
月
乃 

寒
川
真
帆 

古
家
こ
ず
え 

本
田
圭
一 

  

 

    発行 
 

愛知県立春日台特別支援学校 

 

春日井市神屋町 713－8 

Tel （0568）41-8751 

http://www.haruhidai-sh.aichi-c.ed.jp/


 
  令和３年６月  学校だより＜春 陽＞  http://www.haruhidai-sh.aichi-c.ed.jp/         第１６０号  

１学期主な行事予定 

５月 

26日（水）～28日（金） 

運動発表会（10月に延期） 

 

６月 

14日（月）～18日（金） 

高１・２ 前期校内実習 

14日（月）～25日（金） 

高３ 産業現場等に 

おける実習 

24日（木）中１ 野外活動 

25日（金）中２ 野外活動 

６月 28日（月）～７月２日（金） 

     中３ 産業現場等に 

おける実習 

 

７月 

５日（月）～７日（水）授業参観 

７日（水）高１ 進路説明会 

高等部 進路講話会 

30日（金）１学期終業式 

 

 

新新
年年
度度
がが
スス
タタ
ーー
トト
しし
まま
しし
たた
！  

   
 

小
学
部
一
年
生
の
皆
さ
ん
、
入
学
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
し
い
学
校
、
新

し
い
お
友
達
、
新
し
い
先
生
た
ち
と
、
何

も
か
も
新
し
い
こ
と
ば
か
り
で
始
ま
っ

た
学
校
生
活
。
ま
だ
ま
だ
慣
れ
な
い
こ
と

は
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
き
っ

と
す
ぐ
に
慣
れ
て
、
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
楽

し
い
学
校
に
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
一

日
一
日
を
大
切
に
し
て
、
元
気
で
い
つ
も

笑
顔
の
絶
え
な
い
皆
さ
ん
で
あ
っ
て
ほ

し
い
と
先
生
た
ち
は
願
っ
て
い
ま
す
。
さ

あ
、
新
し
い
学
校
生
活
の
始
ま
り
で
す
！ 

   

真
新
し
い
制
服
が
ま
ぶ
し
い
新
一
年

生
の
み
な
さ
ん
、
本
校
中
学
部
へ
御
入
学

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
校
小
学
部

か
ら
十
三
名
、
地
域
の
小
学
校
か
ら
一
名

の
計
十
四
名
の
御
入
学
を
心
か
ら
嬉
し

く
思
い
ま
す
。
見
る
物
全
て
に
目
を
輝
か

せ
て
教
室
内
を
歩
き
回
る
新
入
生
が
印

象
的
で
し
た
。
「
明
る
く
、
素
直
、
一
生

懸
命
」
な
気
持
ち
を
も
っ
て
、
充
実
し
た

中
学
部
生
活
を
送
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。  

  

   

令
和
三
年
度
、
四
十
六
名
が
高
等
部
へ

入
学
し
ま
し
た
。
入
学
式
で
は
、
と
て
も

落
ち
着
い
た
様
子
で
、
晴
れ
や
か
な
表
情

を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
高
等
部
三
年
間

で
様
々
な
こ
と
に
挑
戦
し
、
仲
間
と
協
力

し
な
が
ら
、
充
実
し
た
高
校
生
活
に
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。
先
生
た
ち
が
、
全
力
で

応
援
し
ま
す
。 

    
今
年
度
、
中
央
病
院
院
内
学
級
に
小
学

部
と
中
学
部
の
新
入
生
を
迎
え
ま
し
た
。

小
学
一
年
生
は
校
長
先
生
の
話
に
腕
を
大

き
く
動
か
し
、
い
よ
い
よ
始
ま
る
学
校
生

活
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

中
学
一
年
生
は
、
緊
張
し
な
が
ら
も
名
前

を
呼
ば
れ
る
と
中
学
生
ら
し
く
そ
れ
ぞ
れ 

の
方
法
で
し
っ
か
り
と
返
事
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
三
人
と
も
や
る
気
に
満

ち
て
い
ま
し
た
。 

 

 

  

中
学
部
北
棟
改
修
工
事
完
了
し
ま
し
た 

 

昨
年
度
夏
か
ら
行
っ
て
き
ま
し
た
工 

事
が
完
了
し
ま
し
た
。
床
・
壁
・
照
明 

が
新
し
く
な
り
、
明
る
い
教
室
と
な
り 

ま
し
た
。 

 

今
年
度
も
、
中
学
部
南
棟
の
大
規
模 

改
修
工
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。同
時
に
、

小
学
部
新
棟
と
高
等
部
南
棟
の
ト
イ
レ 

も
改
修
し
ま
す
。
で
き
る
限
り
工
期
を 

短
く
依
頼
し
ま
す
が
、
特
に
二
学
期
の 

ト
イ
レ
は
御
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
。 

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

 

小
学
部 

中
学
部 

高
等
部 

施
設
内
教
育 

お
知
ら
せ 

http://www.haruhidai-sh.aichi-c.ed.jp/

